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　満開の桜の下、市内の小・中学校で入学式が行わ
れ、小学生372人、中学生399人の新１年生が誕生し
ました。笠懸北小学校では、54人の新入生が家族や
教職員たちに見守られながら式に臨みました。担任の
先生から名前を呼ばれると、新入生は元気よく「は
い！」と返事をして起立しました。

　東町にある小夜戸・大畑地区では、約２キロメート
ルにわたって、地元の人たちが30年以上かけて植栽
した２千本以上のしだれ桃が咲き並び、花桃の街道が
楽しめます。見頃を迎えた４月上旬から中旬にかけ
て、多くの観光客が訪れました。紅白の花桃が色鮮や
かに咲き誇る様子は、まるで桃
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源郷のようでした。
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　春の音楽祭が童謡ふるさと館で開催され、地域で活
躍する26組110人の演奏家たちが出演しました。桐
生清桜高校和太鼓部による勇壮な演奏で幕を開けた
後、ピアノやフルートの演奏、ギターの弾き語りなど
が披露され、地元出身の石原和三郎が作詞した童謡
「うさぎとかめ」の合唱で盛大に幕を閉じました。

　相澤忠洋さんが調査した岩宿時代の石器など約４万
点の考古資料が、国の文化審議会で登録有形文化財に
登録するよう答申されたことを記念し、岩宿博物館で
式典が開催されました。岩宿遺跡を発見し、日本の歴
史を塗り替えた偉業が改めて国に認められたことを受
け、関係者から喜びの声が上がりました。

多様な音楽で春の訪れを彩る

春の音楽祭を開催
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